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論文の内容の要旨

本論文は、セルオートマトン (CA)の状態遷移ルールを設計する新規な手法を提案し、これを画像処理

に応用するものである。 CAは、高速な並列処理を簡潔に実現でき、格子状のトポロジーを持つモデルである。

このような特鍛から近年では、画像処理を行う CAの設計手法が研究されている。従来は、二億画像処理を

主な対象として二状態 CAを設計する研究が行われてきた。これらの手法では、状態数の増加や計算時間な

どの問題から、多値画像処理が困難であった。本論文では、多値画像処理(ノイズ低減とエッジ検出)を行

うCAを、進化計算を用いて獲得する手法を提案している。本研究で提案する手法では、グレースケール画

像処理により適した多状態 CAを自動設計することができる。これによって、高速にグレースケール画像処

理を行うことが可能になり、リアルタイム処理が要求されるシステムへの応用が期待できる。またこの手法

は、多状態 CAを必要とする他の応用分野にも適用可能である。実験の結果、提案手法を用いて獲得した

CAは、従来手法よりも高速な処理が可能であることがわかった。特に、エッジ検出処理ではルール変化型

CAの特徴である問題の分説・単純化が有効に働くことを確認した。今後の課題として、ロバスト性の向上、

エッジ検出処理に対する定量的な評価が挙げられる。また、カラー画像へ手法を応用することが考えられる。

審査の結果の要旨

セルオートマトンによる甑像処理は新しい研究分野であり、本論文はその先駆的な研究として高く評価で

きる。従来、 2値画像に対するノイズ絵去とエッジ検出手法が提案されていたが、応用分野が限定されてい

るため、あまり注目されなかった。本研究により、応用分野の広い多値画像に対して有効な手法が確立され

たことになる。本手法は、応用分野ごとに最適な画像処理フィルターを自動設計できることが最大の特長で

ある。また、従来の画像処理フィルターに比べて処理速度が速いので、リアルタイム処理に向いている c 今

後は、カラー画像の高速処理などへの応用が期待される。

よって、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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